生体応用を志向した高精度な棘上筋MR Elastography 技術の開発 by 伊東 大輝
【学位論文審査の要旨】 
 






































る。本研究で開発した MRE 用画像フィルタは棘上筋 MRE だけの技術ではなく、臨床で利
用されている肝臓 MRE にも適用が可能であり、今後の発展性に大きな期待を持てる。 
 
令和 2 年 2 月 4 日に行った最終試験での口述試験および口頭試問では、研究成果につい
て明快なプレゼンテーションを行い、また質疑に対しては的確な応答を行った。 
 
以上から、試験担当者は一致して、申請者;伊東大輝君は首都大学東京大学院 人間健康
科学研究科放射線科学域 博士後期課程の論文審査および所定の最終試験に合格したと判
定し、博士(放射線学)の学位を授与することが適当であることを報告する。 
